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研究成果の概要（和文）： 京都市を対象とした都市域とその周辺域に存在するさまざまな緑地の環境緩和機能
および生物多様性維持機能の解析によって、都市林として位置づけられるさまざまな空間は、歴史的背景（由
来）と所有形態によって９つに類型化され、それぞれに分類される緑地には特徴的な機能があることが示され
た。得られた成果に基づいて考察を行った結果、それぞれの価値は評価できるものの、屋上緑化地や雨庭のよう
に他要素との連結性が十分には認められない緑地があることが示唆された。今後、これらの成果を踏まえて、連
結性を重視した提案が必要であることが示され、そのためには「都市林」という概念をもって解析・考察するこ
とが重要であると考えられた。

研究成果の概要（英文）： Through the analysis of environmental mitigation function and biodiversity 
sustainable function of urban green spaces of Kyoto City, various kinds of spaces were categorized 
to nine spaces according to the historical backbone and land ownership form and it was shown that 
each categorized green space has characteristic functions. By the consideration of the results, 
though the value of each green space was enough estimated, it was evident that the connectivity of 
roof green spaces and rain gardens with other green spaces is not enough. It was considered that 
more viewpoints with connectivity are important and the concept of “urban forest” is necessary to 
analyze and discuss richer urban green spaces.

研究分野： 造園学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は、これまでに都市とその周辺域において行われてきた緑地管理はそれなりに評価できるが、環
境緩和機能と生物多様性維持機能の視点からはまだ不十分な点があることを示したことである。また、それらの
機能は点的なものであり、連結性を考慮する必要性が高いことが示された。これは学術的にみたときに重要な視
点である。さらに、こノコとの理解を社会に求め、実現にむけた施策を考える上で、本研究の成果は応用性が高
いものであるといえる。このことは、これまでの施策とは異なる、都市における環境緩和機能や生物多様性維持
機能を創出することによって豊かな都市生活が実現できることを示すことが可能になることを示唆している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 現代の我が国の都市およびその周辺域は、都市化の進行に伴い、綿密な都市計画とそれに基づ
く開発によって整備され、維持されてきた。そこでは、グレーインフラとも呼ばれる構造物によ
って環境を制御することに主眼が置かれてきた。しかしこれらの対応は、都市を人々の生活空間
として捉えるときには必ずしも十分なものとはいえない。そのことは、グレーインフラの限界を
超える都市災害の頻発、激化する都市気候、劣化する都市生態系における生物多様性、人口の減
少による都市の縮小、などによって顕著に示され、都市住民自身がそのことを実感するようにな
っている。このような現実に起こっている問題は都市とその周辺域が直面する喫緊の解決すべ
き問題である。そこでは、都市の環境緩和機能をグリーンインフラという視点からとらえ、問題
解決の道を模索する必要があると考えられる。また、断片化する都市生態系内の緑地等には生物
多様性機能が求められるが、その存在意義を高めるためには、散在するこれらの空間の繋がりに
ついて考慮する必要がある。ここに述べた諸問題については、これまで、それぞれの点的な空間
を対象としては解析が行われてきており、それなりの成果は上がっているが、これらを統合的に
解析することは行われてこなかった。これらのことから、都市域における環境および生態系の改
善あるいは再評価を考える必要性が高いことが考えられた。一方、これらの問題は世界各地に共
通する問題であることから、少なくとも同様の気候下にある東アジアの研究機関との情報交換
の場も重要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 前述の背景を踏まえて、本研究では、京都市を対象として、都市とその周辺域に散在する緑地
からその由来や所有形態の異なるさまざまな緑地を選択し、それぞれの環境緩和機能、あるいは
生物多様性維持機能に注目した調査研究を行い、問題を抽出した上で統合的に評価し、その解決
に向けた総合的な提案を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
対象とする緑地に関しては、歴史的背景（由来）の異なる空間として、二次的自然、歴史的緑

地及び創出緑地の 3 種を設定し、さらにそれぞれについて所有形態の違いによって、私的空間、
半公共空間、公共空間の 3 カテゴリーを考えた。具体的な空間は表に示したとおりである。すな
わち、二次的自然がみられる空間としては周辺里山林、鎮守の森、河川敷・水路や都市内の隙間
空間を、歴史的空間としては京町家庭園、社寺等庭園及び行政所有公開庭園を、創出緑地として
は屋上緑化空間、新築住宅庭園、街路樹や雨庭といったグリーンインフラとしての公共緑地を考
え、調査が可能な空間を対象としてそれぞれ研究を行った。 
対象とした緑地と調査内容は以下の通りである。なお、各数字は本研究計画の申請書に示した

表中の番号と対応している。 
① 京町家庭園における生物多様性と空間的な評価：京都市中心部の京町家に伝えられてきた庭

園において、植栽植物種とその庭園を利用する動物相を定期的な観察によって評価すると同
時に隣接する庭園群を一つの緑地として評価する。 

② 市内に点在する自生種分布空間の解析：孤立化、減少する都市内におけるニレ科樹木の分布
状況を把握し、その解析を通して自生種の天然更新を継続的に維持していくことを可能にす
る空間の評価を行う。 

③ 都市内の水路の諸機能の評価と維持の必要性の解析：都市内の水路における生物相とその管
理に携わるコミュニティ活動の評価から都市内水路が持つ機能の評価を行う。 

④ 都市内における屋上の省力的緑化の可能性に関する評価：新たに緑地として期待される中高
層建築の屋上における種子散布について種子トラップを用いて把握し、その実際と可能性を
評価する。 

⑤ 京都で高い緑地
率を提供する日
本庭園の環境緩
和効果の評価：伝
統的な経験則に
基づいて作庭さ
れてきた社寺の
歴史的庭園と建
築物における温
熱環境の測定と
結果の解析によ
り、省エネを視野
に入れた緑空間
創出方法の検討
を行う。 



⑥ 街路樹が持つ環境緩和効果の評価：さまざまな形態を持つ街路樹によって提供される環境緩
和機能の違いを、樹木の生育状況、土壌水分条件、土壌条件に加えて剪定等の管理の実態の
解析を通じて評価するほか、改善の可能性について検討する。 

⑦ 雨庭の持つ環境緩和機能の評価：都市内に新たに雨庭として創出された緑地について、洪水
調節機能の視点からの評価を、土壌水分を中心とする水収支の解析から行う。 

⑧ 孤立化する都心部緑地における鳥類による種子散布の可能性の評価：都市における種子散布
の役割が期待される鳥類の分布と種子散布を受け入れる可能性のある隙間的な空間に関す
る解析を行い、天然更新の可能性の検討と同時に、空間のあり方について検討する。 

⑨ 都市周辺里山における獣害による緑の劣化に対する対策の検討：京都盆地を取り巻く森林の
獣害による劣化について植生の現状を把握し、適切な野生生物管理のあり方を検討する他、
都市内に出現する野生生物問題解決について検討する。また、里山再生を目的として行われ
た施業地における植生回復の過程を追跡する。 

⑩ 総合的提案の構築：①から⑨の研究成果を統合し、近い将来に縮小が予想される都市におけ
る緑地のあり方を検討する。 

 以上に加えて、中国の精華大学及び韓国のソウル国立大学の研究者と定期的に情報の交換お
よび共有の場を設けることとした。 
 
４．研究成果 
 3 年間にわたる調査研究の結果、得られた成果は以下の通りである。 
① 京町家庭園における生物多様性と空間的な評価：京都市上京区に位置する旧桃園学区の歴史

的町屋が多く所在する地域において、各敷地内の奥庭及び坪庭の配置に関する空間的な解析
を行うと同時に、隣接する町屋の同様の空間との関係性を分析した結果、町屋庭園が十分に
残っている地域では、歴史的な住宅庭園が都市内の貴重な緑地としての機能を持っているこ
とが示された。また、これらの緑地は密度が一定以上保たれていれば、それらを利用する生
物相、特に鳥類にとって重要な空間であることが示された。 

② 市内に点在する自生種分布空間の解析：京都市全体及び左京区下鴨地区等を対象に、過去の
同様の研究成果を活用して、ムクノキ、エノキ及びケヤキについて、30 年間の変遷を追跡す
ると同時に、現状の把握により、京都市の貴重な自生樹種のあり方について検討した。その
結果、市内に残存するこれらの樹種の個体数は減少しており、特にエノキとムクノキに関し
てはその傾向が顕著であった。ケヤキは個体数には大きな変化はなかったが、その個体数は
街路樹等の緑地に植栽されたものが大半を占め、天然に更新した個体は認められなかった。
また、エノキとムクノキでは天然更新に適した空間の環境が異なっていることも示された。 

③ 都市内の水路の諸機能の評価と維持の必要性の解析：京都市左京区の琵琶湖疏水を主な対象
として水系内の植生に関する調査を行った。琵琶湖疏水は琵琶湖の生態系が直接京都市内に
持ち込まれている生態系であり、琵琶湖ですでに絶滅危惧種となっている魚類のレフュージ
アの機能が維持されてきていることが知られている。本研究の結果、琵琶湖疏水では、周辺
住民のコミュニティ活動や底質によって繁殖しうる水生植生に違いがあることが示唆され
た。また、疏水沿いの植栽が鳥類の生息にも有効に機能していることが示された。 

④ 都市内における屋上の省力的緑化の可能性に関する評価：京都大学構内の 5 層建築の屋上と
それに隣接する緑地空間の地表面に鳥類誘因のための止まり木を設置し、止まり木の下に集
まる植物種子を収集した。いずれの場所においても鳥類によって散布される種子のほかに風
散布種の種子が多く採集された。種の大半は周辺に植栽あるいは生息する種であり、5 層建
物の屋上程度であれば、周辺植生の種子が届くことが示され、自生種も含めた種による屋上
緑化の省力的な実施の可能性が示唆された。 

⑤ 京都で高い緑地率を提供する日本庭園の環境緩和効果の評価：京都は日本でも有数の蒸し暑
い夏をもたらす風土を持っているが、一方で数多くの庭園が数百年以上の歴史の中で維持さ
れてきた。本研究では東山区の山麓にある室町～江戸時代に作庭された名勝庭園に臨む建物
の縁側の温熱環境を測定した。その結果、庭における植栽や水面の配置によって真夏でも涼
しい環境が提供できるデザインが工夫されていることが示された。この成果は現在の都市公
園等における植栽に関しても大きな知見となるものである。 

⑥ 街路樹が持つ環境緩和効果の評価：京都市中心部の街路樹を対象として、伐採された街路樹
の樹幹解析による成長式の作成、1200 本以上の街路樹を対象としたサイズや形態の測定に
基づく街路樹の健全さに関する研究、および環境緩和機能の推定、等を行った。その結果、
強剪定で有名な京都市の街路樹は一定期間後は剪定を受けることになるがこの管理は成長
に大きなマイナスの影響を与えていること、高額の管理費をかけることによって健全性は維
持できているが、環境緩和機能は管理費以上に抑制されていることが示された。 

⑦ 雨庭の持つ環境緩和機能の評価：京都学園大学（当時）に新たに雨庭として創出された小緑
地 2 カ所において、雨量計、地下水位計等を設置して、降雨ごとの洪水調節機能の視点から
の測定を行った。その結果、雨庭は平面的な緑地ではなく小規模ながら池と築山の空間を持
つが、このような小地形が降雨を一時的に貯留する能力を向上させることが明らかになった。
解析された機能は洪水のピーク流量の減少、ピーク時間の遅延が期待でき、このような小規
模な空間が多数存在すると、都市の内水氾濫等の危険性を軽減できる可能性が示された。 

⑧ 孤立化する都心部緑地における鳥類による種子散布の可能性の評価：①で述べた京町家庭園



や③で述べた水路に加えて、京都市街地における街路樹や都市公園を対象にした鳥類の実態
把握のための調査を行った。その結果、街路樹は一部の都市化した鳥にとっては塒としての
高い機能を保持していること、通り道としての機能が高いこと、公園においては植栽樹木の
管理状況に応じて、特に冬季には利用状態が異なり、これを配慮した管理計画の必要がある
こと、等が示唆された。 

⑨ 都市周辺里山における獣害による緑の劣化に対する対策の検討：京都盆地を取り巻く丘陵地
のうち、東部の東山と北部の宝ヶ池公園を主な対象として、獣害の実態を把握した。東山で
はシカとイノシシの個体数が増加し、世界有数の観光地を訪れる観光客への影響が危惧され
る結果となった。宝ヶ池ではシカの食害による植生の顕著な衰退が確認された。施業後 18
年を経た京都大学上賀茂試験地の植生回復試験地では、シカによる食害が顕著であるにもか
かわらず、それに適応した植生が回復しつつあることが示された。 

⑩ 総合的提案の構築：①から⑨で得られた研究成果を統合することを目指した。さらに京都市
街地から無作為に抽出した 20m 四方の調査地 200 カ所で認められた植栽に関する解析を行
った。その結果、外来種が多く認められる一方で、多様な植栽が認められ、都市内における
一般的な緑地の形成の促進が重要であることが示唆された。ただし、用途地域によってその
特徴は異なっていることも明らかになった。これらの空間は生物多様性の観点からも注目す
る必要が示された。 

 
最終的に行った研究成果の統合に関しては、検討を重ねた結果、総合的な成果として以下のよ

うなことが考察された。 
 都市内のさまざまなカテゴリーに属する緑地はそれぞれに環境緩和機能と生物多様性維持機
能という重要な機能を保持している、もしくはその潜在性を有していることが示された。しかし、
これらは点的であり、都市域における二つの機能をより効果的に発揮させるためには、これらを
連結する必要性が高いことが示唆された。また、これらの緑地は統合的にみるとき、海外では一
般的に認識されている「都市林」という観点から考察する必要性が高いことが考えられた。 
 また、本研究計画で調査対象とした各カテゴリーは分布に偏りがあることが明らかになった。
例えば、歴史的住宅庭園である京町家は都心部に多く残存し、それぞれのつながりは高く評価で
きるが、それ以外の都市林要素との繋がりは希薄であることが示唆された。一方、京都市では半
公共的空間と位置づけられる社寺庭園は多く存在しているが、これらの連結性を重視すること
によってグリーンインフラとしての機能を高めることができる可能性は高いと考えられる。こ
れらの空間には伝統的な経験に基づく省エネが可能なデザインを抽出することができた。これ
らの知見は都市公園等の公共空間のデザインにも応用が十分に可能である。一方で、これらの空
間は減少もしくは劣化している傾向も示されており、この傾向に歯止めをかける手法や施策の
提案も必要である。これらに加えて、既に失われた水流のネットワークや自生種が天然更新によ
って維持できる空間の減少も指摘できたことから、それらの維持、再生のための工夫を検討する
重要性は高いと考えられた。さらに環境緩和機能と生物多様性維持機能の向上のためには、都市
内に生息する生物、特に鳥類に対する注目は不可欠である。この視点においては、鳥類以外の生
物に対する注目、周辺域から侵入してくる野生鳥獣に対する注目も重要であり、これに関する受
容と排斥に関する検討も重要である。考察の結果をまとめた結果を図に示した。以上のような視
点を踏まえた上で、今後、以下のような新たな検討が必要であると考えられた。 
a. 都市林の構成植物そのものが持つ機能の検討：これまでに得られている知見に基づき、自生

種を通した多様性、それらが保持する生態系サービス、さらには環境緩和機能（緑陰、洪水、
風、雨水遮断・保持機能）等を主たる注目点とし 対象地域内における自生種分布の把握、
土地所有形態別に見たそれらの違い、主に街路樹に注目した環境緩和機能の検討等が必要で
ある。 

b. 都市林に依存する動物
相の検討：都市内に分
布する鳥類、中でも近
年都市域に分布を拡大
しているチョウゲンボ
ウ等の猛禽類やムクド
リに注目した調査や、
それ以外の爬虫類等の
生物にも注目した調査
が必要である。これら
の調査では、現在も都
市内に生息する種のみ
ならず、近年都市域に
分布域を拡げている生
物にも注目し、生息の
可能性を検討すること
によって、周辺域から
侵入する野生鳥獣につ



いても考察・検討することが重要である。 
c. 都市林の連結性を高めるための空間の検討：本研究では各緑地の点的な存在価値を評価でき

たが、それらの成果を連結性の観点から、新たに緑地の配置形態を解析し、より有効な都市
林（緑地）のあり方を検討することが必要である。対象とする緑地としては、都市公園、歴
史的日本庭園、住宅（私的空間）庭園、街路樹などが考えられ、それらの現状解析と連結の
可能性の検討は重要である。 

d. 失われたもしくは隠された連結性を高める空間の再評価に向けた検討：都市化の過程で、多
くの都市ではかつて重要な連結性を保持してきた水流を埋め立てたり、暗渠化することによ
って都市林機能を消失させてきた。同様のことはこれらの水流に付随して存在してきた河辺
林についてもいえる。都市における都市林の再生、創出を考える上でこれらの存在の再評価
は重要であると考えられ、その実現のための手法を検討する必要がある。 

e. 伝統的知識の再評価によるグリーンインフラ機能の向上方法の検討：京都市には数多くの多
様な歴史的日本庭園が伝えられ、現存する。そこには、空調設備がない時代から京都の厳し
い気候に対する対応策を求めたデザインや都市林要素の配置に関する経験が積まれてきた。
これらの庭園の環境緩和機能からの評価はまだ不十分であり、それに関する知見を増やすと
同時に、現状の都市公園のデザインや都市計画レベルでの緑地配置に関する考察と反映手法
の検討が必要である。 

f. 都市計画レベルでの連結性を持つグリーンインフラ構築手法の検討：グリーンインフラの構
築は、都市計画レベルで都市域の都市林としての緑地の機能の連結性の向上を考える上で重
要であり、都市郊外との連結性の可能性（河辺以外も含めて）のある空間の抽出と機能向上
の方向性、都市内農地（生産緑地）が持つ求める機能の評価、都市内構造物に緑地（都市林）
機能を持たせることの評価とその可能性の検討、暗渠化され水路も含めたグレーインフラの
評価とグリーンインフラとの統合に関する検討等を行い、総合的に都市林の機能向上の可能
性を提示し、ネットワーク化も含めた具体的な方向性を示すことが必要である。 

 
以上のように、本研究では都市域とその周辺域における種々の緑地の環境緩和機能と生物多

様性維持機能に関するさまざまな知見が得られた。その知見は 23 編の論文として公表されたほ
か、52 件の国内外での発表によって社会に示すことができた。さらに、精華大学とソウル国立
大学との情報共有や情報交換によって東アジアに対象を拡大した議論を行うことができた。 
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